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地球圏を襲う 謎の存在U Eの正体は、かつて失敗した火星移住計画にお ものに感じるようになるが、そんな矢先、友人だと思われていた転校生

ける移住者たちの生き残りであった。彼らは自らをヴェイガンと名乗り、 ゼ ハー ト・ガレットがヴェイガンより送り込まれ たスパイであることが

生活の場を再び地球圏に求めて戦いを仕掛けて来ていたのである。 地 判明。その 事実はハイスク ールを卒業して軍に入隊したあとも、アセム

球連邦軍とヴェイガンが本格的な戦争状態に突入して十数年が経過し、 を悩ませ続ける。戦艦ディ ーヴァに配属され、ガンダムAGE-2を得て

戦いが膠着状態にある中、フリットの患子であるアセム・アスノは、突然 戦果を上げつつも、特殊能力者であるXラウンダーとしての素養がない

襲来したヴェイガンのMSを馬小屋に隠されていたガンダムAGE-1で ことに焦りを感じるアセムだったが、戦いの中で、ついには自分なりの

撃退することに成功。や が てガンダムに乗って戦 う ことを運命的な 戦い方を見つけ出してゆくのだった。
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フリット・アスノとAGEシステムによって開発

され たガンダムAGE-1は、ウェアシステムな

どを用いることによって多目的戦闘機能に優れ

ヴェイガンのMSに対抗したが、あくまで暫

的な対抗策であり、戦争が激化するに伴い、

一般の連邦軍MSへの技術的フィ ードバック

も視野に入れた「ガンダム」 の基本スペック

の底上げは急務であった。そこで、すでに連

邦軍の要職にあったフリット自身が指揮を

執り、軍のMS技術研究部門が総力を挙げ

て開発したのがガンダムAGE-2であ

る。変形機構の導入による推進力の大

幅な向上や火力運用の効率化、ウェア

システムの改良も行われ 、ツインドッ

ズキャノンを装備することでAGE-2

ダブルバレットヘの換装も可能となっ

ている。
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アンバット攻略戦後の世界情勢
グルーデック・エイ ノアが指揮する戦艦ディーヴアの働きによって、UEこと

ヴェイガンの宇宙要塞アンバットは攻略されたが、その後地球連邦軍はグ

ルーデック を反逆者として収監。謎の敵であったヴェイガンの正体を暴き、

反撃を開始したのは軍の指示があったからこそであると事実をすり替えた。

これに伴い「ガンダム」は徹底抗戦を唱える 地球圏の象徴として宣伝され、

その開発者であるフリット・アスノが軍の中で異例のスピードで昇進を遂げ

ることの要因となった。地球圏でのMSの開発は、ガンダムAGE-1の登場

以降、その機体や戦闘デ ータを分析することで飛躍的に進歩し、AGE-2の

開発を待たすして、ジェノアスII、シャルドー ル改、そしてAGE-1の機能を

最も継承した量産機アデ ルなどが実戦に投入されている。しかし、これら

連邦軍の急激な軍備増強によってヴェイガンとの戦いは膠着状態となり、

戦争の長期化が懸念されるようになってゆくのだった。

AGEシステムが導き出した戦場での優位性
遮蔽物の少ない宇宙空間での戦闘において、敵対する相手との相対的な

ポ ジショニングは勝敗を分ける重要な要素である。それは絶えす優位な

位置をキープすることを可能にする運動性が重要視されるということで

あり、この問題に対してヴェイガンは、MSゼダスに長距離航行以外の目

的を変形機構に持たせることで1つの解答を示した。いわゆる
“

高速移動

形態
”

への変形であり、ガンダムAGE-2の開発にあたり、AGEシステ

ムは「ストライダーフォ ーム」として、その機能をガンダムに与えることを

提案した。これによってAGE-2は単独でより多様な戦闘に対応できる

ようになり、また短時問での変形を可能にした結果、これを応用した近接

戦闘戦術を確立していく。メインウェポンであるハイパードッズライフル

は、バレルの延長によりビームの
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を上げてその収集度を増し、

ノーマルのドッズライフルをはるかに上回る威力を実現している。

Mechanism illustration : BEE-CRAFT , 

組み立て前の基本説明

「 部品の向きに注意してください I 
※組み立て図中に "のついている部品は、形状や向 きに

注意して組み立ててください。
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l ガンダムデカ ールの貼りかた

0ガンダムデカ ー ルは、転写
する マー クを保護シー トと
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◎保護シ ー トをはがし、貼る位置を
決めてから、すれないよう にセロ
ハンテ ー プ等で固定し、マー クの
上からボールペン等の先端の丸い
物でこすりつけ て定着させます。

®シ ー トを静かに はがし、デカ ー

ルが 定 着し て いない部 分が
残った場合はシー トを元に戻し、
その部分を再度こすりつけます。

※ デカールを貼り間違えた
場合は、セロハンテー プ等で
はがしてください。

［ 説明書をよく読んで完成させましょう ］ 
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ハイパー ドッスライフル
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I パー ツの切り取りかた

0ままパー ツから少し離れた ◎パーツ を切り 離して持ちゃ
位置にニッパー の刃を入れ すくなったところでゲー ト
て 切り取ります。 跡の処理に 入ります。

®ニッパー の刃をパー ツに 密着
させ てゲー トを切り取れば、
きれいに仕上がります。
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